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サッカーJ1リーグの試合における，選手たちの展開するプレー系列のデータ解析を行った。

シュート予測モデルの構築

訓練データ
(40試合)

シュート
予測モデル
(XGBoost)

テストデータ
(10試合)

学習 検証

解析テーマ①
シュートの前触れとなるプレーの特徴とは？

解析結果

シュートの前触れとなるプレーの特徴
として最も重要なのは，プレー位置で
ある。プレー位置が敵陣ゴールライン
から35メートル以内となることをトリ
ガーとしてシュートへの動きが始まる。

解析テーマ②
ロングスローは攻撃に有効か？
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解析結果

一般的なスローインに成功した場合と
比較して，

(1)ロングスローに成功した場合，約
40~50%ほどシュートが生まれる確率が
高くなる
(2)ロングスローに失敗した場合でも、
シュートの生まれる確率は同程度

ロングスローは攻撃に有効！

解析手法

シュート予測
モデル

(XGBoost)

レシーバーの位置とシュート確率

自陣ゴール付近でのプ
レー。5秒以内にシュート
する確率が低い

相手ゴール付近で
のプレー。5秒以内
にシュートする確率
が高い
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